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❖取組を開始したきっかけ
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❖取組の効果

❖今後の課題

取組「柳原通商店街振興組合」 の取組7
北 区 遊モア・ライフステーションあいち

　柳原通商店街は、名古屋市北区の南端に位置し、

南北約600ｍに及ぶ商店街である。地下鉄名城公園

駅の設置以降、人の流れが変わったこともあり、全盛

期の昭和40年代に比べ平常時の人通りは大幅に減

少している。

　更に、売上の減少や商店主の高齢化により閉店す

る店舗が増加し、空き店舗の増加が悩みの種となって

いた。そのような中、柳原通商店街の空き店舗を使用

したいと打診したのが、後述する2つのNPOである。こ

のことから当商店街では、空き店舗の解消に合わせて

「社会貢献」を切り口に新たな来街者を呼び込めるの

では、という考えのもと空き店舗を活用してもらうに

至った。

　しかし、空き店舗は所有者が住居として使っている

ところも多く、間借りするには貸し主・借り主の間で信

頼関係がなくては難しい。このため空き店舗所有者と

NPOが顔を合わせる際には、商店街役員が同席し話

合いのサポートを行った。

ライフステーション
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商店街の様子

▲NPO団体「まめっこ」が運営する「遊モア」の様子 ▲NPO法人「ライフステーションあいち」の中川理事長（上）と
　「めぐみえん」の様子（下）
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　「遊モア」は、NPO団体「まめっこ」（理事長：丸山政

子氏）によって平成15年に開設された子育て支援施設

である。空き店舗を改装した18坪のワンフロアで、床

暖房や子どものトイレ、木や布の自然素材のおもちゃ

がいっぱいの安心して遊び・交流できる環境である。

　「0,1,2,3才とおとなの広場・遊モア」のコンセプトは

“出会いの場・遊びの場・交流の場”である。地域や、学

校・企業とつながることで孤立感や閉塞感を解消して、

子育てが楽しいと思える支え合いの支援を行ってい

る。

　利用時間は月・火・水・金毎週・土（月2回）・日（第2・

月1回）の9時30分～14時30分と木（第4・月1回）の

12時～17時。

　ライフステーションあいちは、平成18年に同名のNPO

法人（理事長：中川建彦氏）が設立した高齢者とニートが

交流するサロンである。「地域の課題を地域で解決」の考

えから、住民の困りごと相談や、パソコン教室・カル

チャー教室のほか、沖縄の若者サポートステーションと

連携し若者の就労支援を行っている。また、平成26年1

月には、自然栽培野菜を扱う「玄米おむすびの会」、コ

ミュニティカフェ「隠れ家ギャラリー えん」と協働した里ま

ちカフェ「めぐみえん」をオープンさせた。「めぐみえん」

は、障害者の自立支援・就労支援も兼ねた施設となって

おり、障害を持つ人がスタッフとして働いている。更に、

平成26年4月からはNPO法人「セカンドハーベストジャ

パン」と連携し、食品製造

メーカー等から、まだ十分

食べられるにもかかわらず

様々な理由で廃棄されて

しまう食べ物を引き取り、

高齢者や児童が生活する

施設、その他貧困に苦しむ

人に届けるフードバンク活

動を開始する予定だ。

▲沖縄の若者サポート
ステーションとの連携により

就労支援を行っている

URL●http://mamekko.org/
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　NPOに空き店舗を活用してもらう取組は、話題性もあっ

て柳原通商店街を外部にPRすることに成功した。また、

NPOを商店街に受け入れたことで「ひとにやさしい商店

街」という新しいキャッチコピーを生むことができたのは大

きな成果だった。

　今後は、現在の商店街にない業種を充実させていく予定

だ。特に、若い女性が訪れるような店を優先的に誘致していく。

なぜなら、若い女性は最も流行に敏感であり、多くが複数人で

店に訪れるほか、ツイッターやフェイスブック等のSNSでの情

報発信や情報収集にも積極的であるためだ。若い女性が足を

　また、地域住民の交流場所としての役割も大きい。2つの

NPOの活動により、若者から高齢者、子育てママ等、商店

街の客層はこれまでより格段に幅広くなっている。これらの

人々が世代を超えてコミュニケーションをとれる場所とし

て、商店街はこれからも重要な役割を担っていると言える。

運ぶ商店街を目指していく中で、他の年代の客層も呼び込み、

ゆくゆくは最盛期のような賑わいある商店街を目指していく。

　また、2014年4月には愛知学院大学の名城公園キャンパ

スが誕生する。学生の若い力を商店街にどう取り込んでいく

かが今後のカギとなるだろう。
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